
●  日　時　５月５日（月・こどもの日）午前 10 時〜

●  場　所　竹の古場公園

●  主　催　竹の古場公園つつじ祭り実行委員会

●  催し物　竹の古場市場（つつじ餅
もち

、けえらん、バーベキュー、うどん、

　　　　　 新茶販売など）、青空コンサート、ビンゴゲーム、カラオケ

　　　　　 大会、舞踊ほか

※ 雨天の場合は、滝川内公民館で『ミニつつじ祭り』を開催します。

●  問合先　観光課観光戦略室（　 ☎⑳９０３１）

●平成 26 年 4 月 15 日号　●伊万里市役所 総務部情報広報課 発行

2014
（平成26年）
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楽しくておいしい『親子ピザづくり』

　５月５日 こどもの日は、豊かな自然と
さわやかな風に包まれた１日を『つつじ祭り』
と『夢の市』で過ごしませんか

ぜひ、ご家族やグループでお出かけください

夢の市といえばやっぱり元気鍋で作る『黒米だご汁』

●  日　時　５月５日（月・こどもの日）午前 10 時〜午後２時

●  場　所　夢耕房たきの（東山代町川内野）

●  主　催　川内野コメＣＯＭＥ倶楽部
●  催し物

▷黒米だご汁元気鍋（100 円食べ放題）コーナー

▷軽食（うどん・黒米ごはん）コーナー

▷伊万里牛バーベキューコーナー

▷農産物（米・野菜ほか）・加工品即売会コーナー

▷子どもの日体験コーナー（当日受け付け）

　親子ピザづくり、ハヤ釣り、竹細工、わら細工

▷みんなで楽しもうビンゴゲーム（当日受け付け）

▷ラムネ早飲み競争（賞品あり）

▷黒米味噌の重量当てクイズ（賞品あり）

●  問合先　夢の市実行委員会事務局

　（☎０９０‐３７９９‐１８３２）（　　㉘１６６５）

約１万本のつつじが迎えてくれます

伊万里市役所 検索：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。

FAX

竹の古場公園『つつじ祭り』

2014みどりきらめく かわちの『夢の市』
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▽
完
了
後
は
、
戦
略
作
物
（
麦
・

　
大
豆
な
ど
）
ま
た
は
地
域
振
興

　
作
物
の
作
付
け
を
行
う
こ
と
。

● 

申
請
期
限
　
６
月
30
日
（
月
）

● 

申
込
・
問
合
先
　

　
農
山
漁
村
整
備
課
農
地
農
村
係

　
　
　
　
　 

（
　
☎
㉓
２
５
９
１
）

　
に
こ
に
こ
い
ま
り
で
は
、フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
『
に
こ
に
こ
広
場
』

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
出
店
者

を
募
集
し
ま
す
。

● 

日
　
時
　
５
月
３
日
（
土
・
祝
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
小
雨
の
場
合
は
、
決
行
し
ま
す
。

● 

場
　
所
　
旧
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
（
東
山
代
町
里
）

● 

参
加
料
　
無
　
料

● 

区
　
画
　

　
３
㍍
×
３
㍍
（
20
区
画
）

● 

申
込
期
限
　
４
月
25
日
（
金
）

● 

申
込
方
法
　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

● 

申
込
・
問
合
先

　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　
に
こ
に
こ
い
ま
り

　
　
　
　  

（
☎
・
　
㉘
１
３
５
３
）

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
平

成
26
年
度
の
土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
が
、
ま
た
、
納
税
義
務
者

は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
（
名
寄

帳
）
の
閲
覧
が
そ
れ
ぞ
れ
で
き
ま

す
。
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
と
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理
の
場

合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

● 

縦
覧
期
限
　
６
月
30
日
（
月
）

● 

閲
覧
期
間
　
随
　
時

※
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

● 

時
　
間
　
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

● 

手
数
料
　
縦
覧
期
間
中
は
無
料

● 

場
所
・
問
合
先
　

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

              

（ 

　
☎
㉓
２
１
４
９
）

　
こ
れ
ま
で
休
止
中
だ
っ
た
大
川

内
山
キ
ャ
ン
プ
場
を
、
４
月
１
日

に
閉
鎖
し
ま
し
た
。
大
川
内
山

キ
ャ
ン
プ
場
は
、
昭
和
49
年
か
ら

市
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
利
用
者
の
減
少
に
加
え
て
、

近
年
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
テ
ン

ト
プ
レ
ー
ス
や
休
憩
施
設
の
利
用

を
禁
止
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

● 

問
合
先
　
観
光
課
観
光
戦
略
室

                 

（ 

　
☎
⑳
９
０
３
１
）

　
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
27

年
１
月
４
日
（
日
）
〜
２
月
28
日

（
土
）
の
間
、設
備
改
修
の
た
め
『
文

化
ホ
ー
ル
』
の
貸
し
出
し
が
で
き

ま
せ
ん
。

● 

問
合
先
　
市
民
セ
ン
タ
ー

                 

（ 

　
☎
㉒
３
９
１
１
）

お
知
ら
せ

文

化

ホ

ー

ル

貸
し
出
し
休
止
期
間

新

し

い

森

林

経

営

計

画

制

度

　
４
月
か
ら
新
し
い
森
林
計
画
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
２
月
に
森
林
法
施
行
規
則
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
多
様
な
主
体
に
よ

る
森
林
経
営
計
画
の
作
成
を
促
進

す
る
た
め
、
路
網
整
備
の
状
況
や

そ
の
ほ
か
地
域
の
実
情
か
ら
み
て

造
林
、
保
育
、
伐
採
お
よ
び
木
材

の
搬
出
を
一
体
と
し
て
効
率
的
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
区
域
に
お
い

て
、
30
㌶
以
上
の
森
林
を
対
象
に

森
林
経
営
計
画
を
作
成
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
森
林
経

営
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
造

林
補
助
金
な
ど
の
優
遇
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

問
合
先
　
農
山
漁
村
整
備
課
林

　
務
水
産
係
（ 

　
☎
㉓
２
５
９
１
）

　
５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で

す
。
５
月
８
日
の
世
界
赤
十
字

デ
ー
の
全
国
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
業
と
し
て
、
災
害
時
に
尊
い
命

を
守
る
た
め
の
救
急
法
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

赤
十
字
救
急
法
講
習
会

ぼ
し
ゅ
う

● 

日
　
時
　
５
月
12
日
（
月
）

                 

午
前
10
時
〜
正
午

● 

場
　
所
　
伊
万
里
公
民
館
講
堂

● 

参
加
料
　
無
　
料

● 

申
込
方
法
　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
知

　
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
限
　
５
月
８
日
（
木
）

● 

問
合
先
　
社
会
福
祉
協
議
会

              

（ 

　
☎
㉒
３
９
３
１
）

               

（ 

　
㉒
３
９
３
２
）

　
排
水
不
良
で
裏
作
な
ど
の
耕
作

に
適
さ
な
い
農
地
を
対
象
に
、
暗あ

ん

渠き
ょ

排
水
管
を
敷
設
し
た
り
、
田
の

区
画
を
拡
大
し
た
り
す
る
た
め
の

助
成
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

● 

事
業
内
容
　

　
各
組
織
に
よ
る
暗
渠
排
水
管
の

　
敷
設
お
よ
び
田
の
区
画
拡
大

▽
暗
渠
排
水
　

　
15
万
円
（
10
㌃
当
た
り
）

▽
区
画
拡
大

　
10
万
円
（
10
㌃
当
た
り
）

● 

条
　
件

▽
農
地
・
水
保
全
管
理
や
中
山
間

直
接
支
払
い
の
取
り
組
み
組

織
、
生
産
組
合
な
ど
の
地
区
組

織
に
よ
る
申
請
と
し
、
施
工
や

管
理
を
組
織
で
行
う
こ
と
。

▽
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
で
あ

　
る
こ
と
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

『
に
こ
に
こ
広
場
』

↑これまでありがとうご
　ざいました

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
・
課
税
台
帳
の
閲
覧

大
川
内
山
キ
ャ
ン
プ
場

閉

鎖

し

ま

し

た

農

業

基

盤

整

備

促

進

事

業

↑昨年文化ホールで開催された
　市民音楽祭の様子

FAX

FAX
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①消防担当理事（部長級）および消防調整課の設置

　４月１日の伊万里・有田消防組合の発足に伴い、消防

広域化の対象外で市の業務として残る消防団（非常備

消防）業務や、災害対策に迅速・適切に対応するため、

総務部に消防担当理事（部長級、組合消防長併任）を

設置するとともに、理事の所管のもと、『消防調整課』

を設置し、消防組合職員を伊万里市職員として併任さ

せ、市の消防団業務や災害対策に従事させます。

※併任体制（計 11 人）：課長１人、副課長１人、消防団

係長１人、係員８人

②防災危機管理課の設置

　平成 26 年度から着手する予定の防災行政無線の整備

や、安定ヨウ素剤など防災資機材の配備をはじめとす

る原子力防災対策など、山積する防災課題に対応する

ため、総務課防災危機管理室を課に昇格させ、『防災危

機管理課』とし、一般職員１人を増員しました。

※体制：課長１人（総務課長兼務）、係長１人、係員２人

（うち１人が増員）

③病後児保育室すこやかの設置

　安心な子育て環境を継続的に提供するため、これまで

　民間委託していた病後児保育事業を市が直接運営する

　こととし、福祉課内に『病後児保育室すこやか』を設

　置します。なお、施設は『母子生活支援施設すまいる』

　に併設します。

※体制：施設長１人（すまいる施設長兼務）、指導員１人

　（すまいる指導員兼務）、看護師（臨時職員）１人

　伊万里港や臨港道路の整備など、市の経済基盤を支え

る重要な整備が国により進められ、さらに今後は浦ノ崎

地区の港湾開発が市の重要プロジェクトとなる中、国土

交通省港湾局に職員１人を２年間派遣し、本市と国土交

通省との密接な連携を図り、伊万里港のさらなる整備促

進を図ります。

　政策経営部財政課長（49 歳）、産業部観光課長（49 歳）、

政策経営部伊万里湾開発・国道対策課港湾振興係長（40

歳）、水道部管理課管理係長（40 歳）など、若手職員を

重要ポストに抜てきしました。

　職員一人ひとりが、働きがいや生きがいを感じ、仕事

を通じて自己実現を図れるよう、意欲のある職員に大き

なチャンスを与え、能力の開発と意欲の向上、ひいては

職場の活性化をめざし、平成 16 年度から実施している

ＦＡ制度による異動を今年度も引き続き行いました（対

象者：勤続 12 年・13 年）。

※今回のＦＡ異動（残留）希望反映率は、65.0㌫でした。

①平成 25 年度中の退職者

　退職者 22 人

　事務職６人、技術職６人、保育士３人、保健師１人、

消防士２人、技能労務職４人

　（定年退職 14 人、早期退職４人、普通退職４人）

②新規採用職員の配置

　新規採用職員 13 人

　事務職４人、司書１人、社会福祉士１人、技術職３人、

保育士３人、保健師１人

※消防士の定年退職者の補充（新規採用）は、伊万里・

有田消防組合で実施しました。

　今回の異動は、平成 26年度の新たな行政課題となる

伊万里・有田消防組合の発足に伴う非常備消防への対応

や防災行政無線の整備、病後児保育への対応を円滑に

推進するため、組織・機構を見直すとともに、国土交

通省港湾局への職員の派遣、若手職員の抜てき、ＦＡ

制度による異動、長期在職者の解消などによって、職

員の意識改革の促進と資質の向上をめざした人事配置

を行いました。

機構改革と人事異動

塚部市長（右）に宣誓を行う新規採用職員

 組織機構の見直し

 退職者の補充（退職者22 人、新規採用職員 13 人）

 職員の意識改革を一層高める若手職員の抜てき

 重要プロジェクト推進のための
                    国土交通省港湾局への職員派遣

 FA 制度実施による職員の意欲の喚起と
                    専門性の向上、職場の活性化
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山
本
茂
子
、
力
武
圭
介
、

　
橋
口
文
子
、
桑
原
雄
介
、

　
池
田
直
子
、
池
田
和
高
、

　
原
　
正
憲
、
林
喜
代
司
、

　
岡
崎
則
紹
、
腰
　
洋
一
、

　
梶
原
祥
一
、
岩
橋
和
子
、

　
梅
村
都
子
、
田
中
智
深
、

　
吉
田
昭
彦
、
高
木
勝
彦
、

　
大
野
恵
子
、
山
口
忠
幸
、

　
齊
藤
ち
づ
子
、
金
子
理
津
子

【
部
長
級
】

◇
総
務
部
理
事
（
出
向
）
伊
万
里
・

有
田
消
防
組
合
＝
丸
尾
　
定

◇
建
設
部
長
＝
北
野
　
稔

◇
水
道
部
長
＝
中
尾
俊
幸

◇
教
育
部
長
＝
前
田
和
也

◇
総
務
部
副
部
長
（
兼
）
総
務
課

長
（
兼
）
防
災
危
機
管
理
課
長

　
＝
古
賀
恭
二

◇
総
務
部
副
部
長
（
兼
）
契
約
監

理
課
長
＝
高
森
久
一

◇
政
策
経
営
部
副
部
長
（
兼
）
伊

万
里
湾
総
合
開
発
・
国
道
対
策

課
長
（
免
）（
事
務
取
扱
）
港

湾
振
興
係
長
（
免
）（
事
務
取
扱
）

国
道
整
備
促
進
係
長

　
＝
髙
阪
雄
一

◇
市
民
部
副
部
長
（
兼
）
長
寿
社

会
課
長
（
兼
）
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
＝
深
江
俊
文

◇
産
業
部
副
部
長
（
兼
）
農
山
漁

村
整
備
課
長
（
併
）
土
地
改
良

区
＝
副
島
康
徳

◇
建
設
部
副
部
長
（
兼
）
建
設
課

長
（
兼
）
検
査
監
（
兼
）
技
術

監
＝
香
月
庄
司

◇
水
道
部
副
部
長
（
兼
）
工
業
用

水
道
課
長
＝
下
平
智
彦

◇
教
育
副
部
長
（
兼
）
生
涯
学
習

課
長
（
兼
）
青
少
年
セ
ン
タ
ー

所
長
＝
緒
方
俊
夫

◇
（
出
向
）
伊
万
里
・
有
田
消
防

組
合
＝
吉
原
伴
彦

【
課
長
級
】

◇
総
務
部
情
報
広
報
課
長

　
＝
長
野
史
朗

◇
（
併
）
同
消
防
調
整
課
長

　
＝
平
山
定
昭

◇
政
策
経
営
部
企
画
政
策
課
長

　
＝
力
武
浩
和

◇
同
財
政
課
長
＝
岩
﨑
友
紀

◇
同
男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

長
（
兼
）
婚
活
応
援
課
長

　
＝
樋
渡
博
文

◇
市
民
部
市
民
課
長
＝
古
賀
　
均

◇
同
健
康
づ
く
り
課
長

　
＝
桑
本
成
司

◇
産
業
部
農
業
振
興
課
長
（
兼
）

伊
万
里
牛
課
長
（
兼
）
伊
万
里

梨
課
長
（
併
）
農
業
委
員
会
事

務
局
長
＝
松
岡
猛
彦

◇
同
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課
長

（
兼
）
就
活
支
援
室
長

　
＝
力
武
健
一

◇
同
観
光
課
長
＝
木
寺
克
郎

◇
建
設
部
土
木
管
理
課
長

　
＝
橋
口
民
男

◇
同
地
籍
調
査
課
長
＝
杵
嶋
尚
武

◇
水
道
部
工
務
課
長
＝
中
島
　
智

◇
同
浄
水
場
管
理
事
務
所
長

　
＝
織
田
清
弘

◇
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長

　
＝
吉
田
　
浩

【
副
課
長
級
】

◇
総
務
部
税
務
課
収
納
対
策
室
長

＝
金
子
健
一

◇
（
併
）
同
消
防
調
整
課
副
課
長

＝
田
中
末
広

◇
政
策
経
営
部
企
画
政
策
課
行
財

政
改
革
推
進
室
長
（
兼
）
行
財

政
改
革
推
進
室
係
長

　
＝
峯
　
敬
文

◇
市
民
部
市
民
課
副
課
長
（
兼
）

窓
口
係
長
＝
吉
田
み
ず
ほ

◇
同
福
祉
課
副
課
長
（
兼
）
保
護

係
長
＝
高
田
文
彦

◇
同
伊
万
里
保
育
園
長

　
＝
中
倉
陽
子

◇
同
牧
島
保
育
園
長
＝
山
本
美
子

◇
同
大
川
保
育
園
長
＝
池
田
初
美

◇
産
業
部
農
業
振
興
課
副
課
長

（
兼
）
農
政
企
画
係
長
（
兼
）

伊
万
里
牛
課
副
課
長
（
兼
）
伊

万
里
梨
課
副
課
長

　
＝
野
中
信
守

◇
同
農
山
漁
村
整
備
課
副
課
長

（
併
）
土
地
改
良
区

　
＝
草
場
敏
彦

◇
同
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課
企

業
誘
致
推
進
室
長
（
兼
）
企
業

誘
致
推
進
室
係
長
（
兼
）
就
活

支
援
室
係
長
＝
春
田
昌
寿

◇
同
観
光
課
副
課
長
（
兼
）
伊
万

里
ブ
ラ
ン
ド
係
長
（
兼
）
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
係
長

　
＝
山
口
裕
之

◇
同
観
光
課
観
光
戦
略
室
長
（
兼
）

観
光
戦
略
室
係
長
＝
松
園
家
智

◇
建
設
部
土
木
管
理
課
副
課
長

（
兼
）
河
川
係
長

　
＝
大
川
内
孝
徳

◇
同
都
市
開
発
課
副
課
長
（
兼
）

都
市
計
画
係
長
（
併
）
土
地
開

発
公
社
＝
峯
　
憲
和

◇
同
下
水
道
課
副
課
長
（
兼
）
業

務
係
長
（
併
）
水
道
部
管
理
課

営
業
係
＝
中
尾
克
也

◇
同
地
籍
調
査
課
副
課
長
（
兼
）

調
査
１
係
長
＝
樋
口
繁
義

◇
水
道
部
工
務
課
副
課
長
（
兼
）

維
持
係
長
＝
原
田
蔵
吉

◇
同
工
務
課
お
い
し
い
水
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
室
長
（
兼
）
お
い
し

い
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
係
長

　
＝
原
口
　
功

◇
同
浄
水
場
管
理
事
務
所
副
所
長

（
兼
）
浄
水
係
長
＝
山
口
公
良

◇
議
会
事
務
局
副
事
務
局
長
（
兼
）

議
事
係
長
＝
藤
尾
繁
明

◇
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
副
課

長
（
兼
）
学
校
教
育
係
長

　
＝
古
賀
周
平

◇
同
生
涯
学
習
課
副
課
長
（
兼
）

人
権
・
同
和
教
育
係
長
（
併
）

市
民
部
人
権
・
同
和
対
策
課
人

権
・
同
和
対
策
係

　
＝
山
口
　
聡

【
係
長
級
】

（
係
　
長
）

◇
総
務
部
防
災
危
機
管
理
課
防
災

危
機
管
理
係
長
＝
力
武
輝
彦

◇
同
税
務
課
収
納
対
策
室
係
長

　
＝
松
尾
忠
徳

◇
同
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス

係
長
＝
原
　
利
彦

◇
（
併
）
同
消
防
調
整
課
消
防
団

係
長
＝
川
原
康
浩

◇
政
策
経
営
部
財
政
課
財
政
係
長

（
兼
）
企
画
政
策
課
行
財
政
改

革
推
進
室
係
長
＝
吉
原
正
一

◇
同
婚
活
応
援
課
婚
活
応
援
係
長

＝
青
木
健
一
郎

◇
同
伊
万
里
湾
総
合
開
発
・
国
道

対
策
課
港
湾
振
興
係
長
（
兼
）

国
道
整
備
促
進
係
長
（
併
）
土

地
開
発
公
社
＝
佐
々
木
慎
二

※表記中の省略
（兼）＝兼任、（併）＝併任
（免）＝兼任などを解くこと

◆
３
月
31
日
付
け
退
職

◆
４
月
１
日
付
け
人
事
異
動

4 月 1 日付け

伊万里市職員の
人事異動
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◇
市
民
部
人
権
・
同
和
対
策
課
人

権
・
同
和
対
策
係
長
（
併
）
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
人
権
・

同
和
教
育
係
＝
樋
口
三
紀
子

◇
同
市
民
課
年
金
係
長

　
＝
松
尾
さ
ゆ
り

◇
同
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

長
＝
末
吉
建
作

◇
同
長
寿
社
会
課
高
齢
福
祉
・
介

護
認
定
係
長
＝
橋
口
小
百
合

◇
同
健
康
づ
く
り
課
健
康
推
進
係

長
＝
力
武
益
美

◇
同
福
祉
課
福
祉
総
務
係
長

　
＝
小
國
八
郎

◇
同
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
長

　
＝
古
賀
　
修

◇
同
福
祉
課
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
ぽ
っ
ぽ
主
任
保
育
士
（
兼
）

母
子
生
活
支
援
施
設
す
ま
い
る

少
年
指
導
員
（
兼
）
病
後
児
保

育
室
す
こ
や
か
指
導
員

　
＝
井
手
紀
美
子

◇
同
伊
万
里
保
育
園
主
任
保
育
士

＝
二
股
民
子

◇
同
大
坪
保
育
園
主
任
保
育
士

　
＝
前
田
明
美

◇
同
松
浦
保
育
園
主
任
保
育
士

　
＝
永
田
恵
子

◇
建
設
部
建
設
課
道
路
係
長

　
＝
吉
永
幸
治

◇
同
都
市
開
発
課
事
業
係
長
（
併
）

土
地
開
発
公
社
＝
小
寺
隆
洋

◇
同
下
水
道
課
維
持
係
長

　
＝
松
本
愼
市

◇
水
道
部
管
理
課
管
理
係
長

　
＝
内
山
直
樹

◇
同
管
理
課
営
業
係
長
（
併
）
建

設
部
下
水
道
課
業
務
係

　
＝
浦
川
哲
也

◇
同
工
務
課
工
務
係
長

　
＝
岸
川
修
二

◇
議
会
事
務
局
庶
務
係
長

　
＝
前
田
秀
一

◇
選
挙
管
理
委
員
会
選
挙
係
長

（
併
）
公
平
委
員
会
係
長

　
＝
村
里
正
寿

◇
農
業
委
員
会
農
地
係
長

　
＝
久
保
泰
二
郎

◇
監
査
委
員
事
務
局
係
長

　
＝
久
浦
克
己

◇
（
出
向
）
伊
万
里
・
有
田
地
区

医
療
福
祉
組
合
＝
末
石
雅
彦

◇
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
長
＝
松
尾
貞
裕

◇
同
青
少
年
セ
ン
タ
ー
係
長
（
兼
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
副
館
長

（
兼
）
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
＝
木
寺
洋
司

◇
同
大
川
内
公
民
館
副
館
長
（
併
）

市
民
部
市
民
課
大
川
内
分
室
係

長
＝
原
　
晶
子

◇
同
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
係

長
＝
白
瀧
美
保
子

◇
同
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
係

長
＝
小
旗
優
子

（
主
査
・
主
任
）

◇
総
務
部
総
務
課
付
（
国
土
交
通

省
派
遣
）
＝
濱
田
智
史

◇
総
務
部
＝
川
添
和
也

◇
（
併
）
同
＝
木
寺
新
吾
、

　
奥
本
伸
幸
、
山
口
展
由

◇
政
策
経
営
部
＝
岡
本
英
久
、

　
芦
原
　
拓
、
古
賀
和
久

◇
市
民
部
＝
田
中
丸
政
彦
、

　
春
田
文
子
、
西
山
由
美
子

　
西
　
洋
史
、
山
浦
加
代

◇
同
伊
万
里
保
育
園

　
＝
福
田
和
子
、
池
田
百
合
子

◇
同
牧
島
保
育
園
＝
小
川
久
子

◇
同
大
川
保
育
園
＝
弘
川
智
子

◇
同
南
波
多
保
育
園

　
＝
野
村
万
里
子
、
田
中
誠
子

◇
産
業
部
（
併
）
農
業
委
員
会

　
＝
久
保
克
明

◇
建
設
部
＝
末
次
美
枝
、

　
坂
本
康
徳
、
小
嶋
勝
記

◇
同
（
併
）
土
地
開
発
公
社

　
＝
西
山
一
史
、
久
保
田
弘
平

◇
教
育
委
員
会
＝
太
田
美
鈴
、

　
中
山
裕
文
、
前
田
五
月
、

　
池
田
良
子

◇
同
（
併
）
建
設
部
＝
前
山
博
徳

◇
同
（
併
）
総
務
部
＝
杵
嶋
威
晃

【
一
般
職
員
】

◇
総
務
部
総
務
課
付
（
佐
賀
県
派

遣
）
＝
前
田
太
郎
、
田
中
博
敏

◇
総
務
部
総
務
課
付
＝
奥
野
春
樹

◇
総
務
部
＝
犬
塚
優
子
、

　
山
本
圭
悟
、
大
川
内
聡

　
前
田
武
俊
、
河
原
　
靖

　
佐
藤
拓
郎
、
田
中
亜
由
美

◇
（
併
）
同
＝
前
田
伸
吾
、

　
吉
﨑
　
崇
、
三
浦
孝
洋
、

　
平
川
法
利
、
久
保
田
隆
慈

◇
政
策
経
営
部
＝
稗
田
宗
徳
、

　
椛
島
宏
樹
、
光
田
太
郎
、

　
中
島
友
輝

◇
同
（
併
）
土
地
開
発
公
社

　
＝
松
尾
仁
志

◇
市
民
部
＝
多
賀
　
桜
、

　
古
賀
淳
子
、
江
頭
洋
子

　
松
岡
　
洋
、
吉
﨑
雅
樹
、

　
中
島
公
昭
、
三
原
隆
広
、

　
南
　
亮
介

◇
同
伊
万
里
保
育
園
＝
斉
藤
圭
子

◇
同
大
坪
保
育
園
＝
樋
渡
千
恵

◇
同
牧
島
保
育
園
＝
中
地
由
樹

◇
同
松
浦
保
育
園
＝
岩
﨑
貴
子
、

　
大
西
朱
美

◇
同
南
波
多
保
育
園
＝
諸
石
陽
子

◇
産
業
部
＝
溝
江
拓
朗
、

　
前
島
裕
輔
、
田
代
哲
也
、

　
横
山
彩
子
、
古
賀
大
輔

◇
同
（
併
）
土
地
改
良
区

　
＝
野
村
和
也

◇
建
設
部
＝
青
木
　
亨
、

　
松
本
大
輔
、
南
　
亦
以
、

　
原
　
保
浩
、
乾
　
裕
美

◇
同
（
併
）
土
地
開
発
公
社

　
＝
平
山
利
久

◇
同
（
併
）
水
道
部
＝
松
尾
由
理

◇
水
道
部
＝
井
手
功
三
、

　
山
口
豊
彦
、
岩
野
史
明

◇
議
会
事
務
局
＝
水
野
理
恵

◇
出
納
室
＝
中
島
奈
美
子

◇
（
出
向
）
伊
万
里
・
有
田
地
区

衛
生
組
合
＝
德
田
美
穂

◇
教
育
委
員
会

　
＝
古
賀
恭
輔
、
松
浦
文
子

◇
同
（
併
）
市
民
部
＝
西
浩
一
郎

◇
同
（
併
）
総
務
部
＝
田
中
寛
子

【
新
規
採
用
職
員
】

◇
総
務
部
＝
梶
山
諒
也

◇
市
民
部
＝
酒
谷
恵
美
、

　
西
口
由
美
子
、
久
保
淳
子
、

　
山
口
純
平

◇
同
大
坪
保
育
園
＝
山
口
恵
佳

◇
同
松
浦
保
育
園
＝
柴
藤
　
舞

◇
同
大
川
保
育
園
＝
齊
藤
万
紀
子

◇
産
業
部
＝
松
尾
郁
也

◇
建
設
部
＝
藤
松
泰
斗

◇
同
（
併
）
土
地
開
発
公
社

　
＝
副
島
純
一

◇
水
道
部
（
併
）
建
設
部

　
＝
川
原
本
気

◇
教
育
委
員
会
（
併
）
市
民
部

　
＝
重
田
清
佳

【
再
任
用
職
員
】

◇
総
務
部
＝
山
口
忠
幸

◇
市
民
部
＝
岩
橋
和
子

◇
教
育
委
員
会
＝
原
　
正
憲
、

　
梅
村
都
子

◇
教
育
委
員
会
（
併
）
総
務
部

　
＝
力
武
圭
介
、
林
喜
代
司

◇
教
育
委
員
会
（
併
）
市
民
部

　
＝
池
田
和
高

異
動
者
数

　
１
８
５
人
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一
般
質
問
が
３
日
間
行
わ
れ
、

市
政
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

15
人
の
議
員
か
ら
36
項
目
に
お
よ

ぶ
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
は
、
審
査
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
特
別
委

員
会
か
ら
調
査
結
果
の
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
次
の
意
見
書
が
内
閣
総
理
大
臣

な
ど
関
係
者
に
送
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り
推
進
す
る

基
本
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

契
約
に
つ
い
て
、
契
約
金
額
を
変

更
し
た
も
の
で
す
。

■
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
変
更

　
滝
川
内
辺
地
に
係
る
市
道
竹
の

古
場
・
世
知
原
線
の
辺
地
対
策
事

業
に
つ
い
て
、
計
画
期
間
な
ど
を

変
更
し
た
も
の
で
す
。

■
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　
委
員
　
小
池
和
榮
氏
の
任
期
が

本
年
５
月
４
日
で
満
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、
新
た
に
吉
富
伸
克
氏
を

選
任
す
る
も
の
で
す
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

　
委
員
　
森
日
出
子
氏
お
よ
び
金

子
智
美
氏
の
任
期
が
そ
れ
ぞ
れ
本

年
３
月
31
日
で
満
了
す
る
こ
と
に

伴
い
、
両
氏
を
再
任
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
有
吉
寛
氏
を
選
任
し

た
も
の
で
す
。

生
活
支
援
施
設
内
に
設
置
す
る
た

め
、
条
例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

■
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保

等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改

革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の

一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
等

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例

　
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保

等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革

を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部

を
改
正
す
る
等
の
法
律
な
ど
の
施

行
に
伴
い
、
各
種
使
用
料
な
ど
の

額
を
改
定
す
る
た
め
、
関
係
す
る

21
条
例
を
整
備
し
た
も
の
で
す
。

■
伊
万
里
・
有
田
消
防
組
合
の
設

置
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に

関
す
る
条
例

　
本
年
４
月
１
日
か
ら
伊
万
里
・
有

田
消
防
組
合
を
設
置
す
る
こ
と
に

伴
い
、
関
係
す
る
14
条
例
を
改
正

し
、
ま
た
は
廃
止
し
た
も
の
で
す
。

■
市
営
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
利
用
者
数
の
減
少
な
ど
に
伴

い
、
幸
善
町
駐
車
場
を
廃
止
す
る

た
め
、
改
正
し
た
も
の
で
す
。

■
大
川
内
山
キ
ャ
ン
プ
場
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

　
施
設
の
老
朽
化
お
よ
び
利
用
者

数
の
減
少
に
伴
い
、
大
川
内
山
キ
ャ

ン
プ
場
を
廃
止
す
る
た
め
、
条
例

を
廃
止
し
た
も
の
で
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　

■
特
定
事
業
契
約
締
結
の
変
更

　
伊
万
里
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
整
備
事
業
の
特
定
事
業

　
平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
３
日
か
ら
25
日
ま
で

開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
定
例
会
で
は
、
平
成
26
年
度
予
算

議
案
10
件
の
ほ
か
、
条
例
議
案
10
件
、
一
般
議
案
６
件
、
平

成
25
年
度
補
正
予
算
議
案
８
件
、
報
告
５
件
、
議
会
議
案
１

件
お
よ
び
意
見
書
案
１
件
の
審
議
、
ま
た
一
般
市
政
に
対
す

る
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、提
出
議
案
は
、

原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
病
後
児
保
育
室
す
こ
や
か
条
例

　
病
気
の
回
復
期
に
あ
る
児
童
を

一
時
的
に
保
育
す
る
場
と
し
て
、

病
後
児
保
育
室
す
こ
や
か
を
母
子

一 

般 

議 

案

予 

算 

議 

案

委 

員 

会 

報 

告

一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

意
　
見
　
書

議
会
報
告

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会

条 

例 

議 

案

■
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

　
本
年
が
市
長
改
選
の
年
で
あ
る

た
め
、
当
初
予
算
で
は
、
主
に

義
務
的
・
経
常
的
経
費
を
計
上

し
、
政
策
的
経
費
に
つ
い
て
は
、

必
要
最
小
限
の
経
費
を
計
上
し

た
も
の
で
す
。
予
算
の
総
額
は
、

２
１
４
億
５
０
０
０
万
円
で
す
。

※
歳
出
予
算
の
主
な
も
の

▽
小
学
校
建
設
事
業８

億
７
６
４
万
円

▽
浸
水
対
策
事
業４

億
４
１
１
８
万
円

■
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
第
10
・
11
号
）

　
各
種
補
助
事
業
の
確
定
な

ど
に
伴
い
、
一
般
会
計
の

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

３
億
２
５
９
７
万
８
０
０
０
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

２
４
８
億
２
３
３
３
万
７
０
０
０

円
と
し
た
も
の
で
す
。

※
歳
出
補
正
の
主
な
も
の

▽
路
線
バ
ス
運
行
事
業
（
路
線
バ

ス
運
行
費
補
助
金
）５

７
５
７
万
円

▽
教
育
振
興
奨
励
基
金
（
先
進
的

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
教
育
推
進
事
業

臨
時
交
付
金
）  

４
３
８
０
万
円

▽
過
疎
集
落
等
自
立
再
生
対
策
事
業

１
０
０
０
万
円
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【
伊
万
里
市
へ
】

ふ
る
さ
と
応
援
基
金

▲
五
十
万
円
　
㈱
サ
ク
セ
ス
（
武
雄
市
）

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

社
会
福
祉
事
業

●

松
尾
　
秋
成
（
亡
母
照
美
　
　
　
　
　
六
仙
寺
）

●

中
尾
　
鐵
郎
（
亡
母
ハ
ル
ヱ
　
　
　
東
円
蔵
寺
）

●

山
　
浪
子
（
亡
夫
正
一
　
　
　
　
　
　
栄
町
）

●

鴨
川
　
早
苗
（
亡
母
八
千
代
　
　
　
　
南
ケ
丘
）

●

織
田
　
清
弘
（
亡
父
佐
久
馬
　
　
　
　
　
　
渚
）

●

松
浦
　
慶
次
（
亡
母
小
嶋
末
子
　
黒
川
町
浦
分
）

●
井
本
　
睦
美
（
亡
母
重
代
　
　
波
多
津
町
木
場
）

●

上
田
　
絹
子
（
亡
夫
敏
　
　
　
　
〃
　
　
筒
井
）

●
山
口
フ
ヂ
子
（
亡
夫
幸
夫
　
　
南
波
多
町
古
里
）

●

稗
田
　
正
幸
（
亡
母
ハ
ル
子
　
　
〃
　
　
重
橋
）

●

小
川
　
孝
子
（
亡
弟
田
口
進
　
　
　
大
川
町
宿
）

●
久
浦
　
久
子
（
亡
夫
芳
清
　
　
　
　
〃
　
山
口
）

●
大
川
内
信
博
（
亡
母
ア
イ
子
　
松
浦
町
藤
川
内
）

●

山
口
　
成
子
（
亡
夫
義
弘
　
　
　
〃
　
　
〃
　
）

●

　
〃
　
　
　
（
亡
母
ミ
ヤ
子
　
　
〃
　
　
〃
　
）

●

久
保
田
　
隼
（
亡
妻
シ
ズ
子
　
　
〃
　
　
宿
分
）

●
中
尾
　
　
忍
（
亡
母
前
田
タ
マ
ノ

二
里
町
川
東
）

●

水
尾
　
安
徳
（
亡
父
民
雄
　
　
　
〃
　
　
〃
　
）

●

川
棚
　
常
博
（
亡
母
芳
子
　
　
　
〃
　
　
大
里
）

●

峯
　
　
孝
弘
（
亡
母
シ
カ
エ
　
　
〃
　
　
古
子
）

●
朝
長
　
佳
彦
（
亡
母
多
久
島
チ
ヱ東

山
代
町
長
浜
）

●

山
口
ミ
エ
子
（
亡
夫
啓
雄
　
山
代
町
久
原
二
区
）

●

副
島
　
竹
文
（
亡
母
ト
シ
　
　
　
〃
　
　
立
岩
）

●

東
島
　
　
慶
（
亡
父
彰
　
　
　
長
崎
県
大
村
市
）

善
意
銀
行
預
託

▲
電
動
ベ
ッ
ド
１
台

吉
富
　
研
一
（
二
里
町
内
の
馬
場
）

【
各
公
民
館
へ
】

明
る
い
町
づ
く
り
推
進
基
金
な
ど

〔
大
坪
公
民
館
〕

●

松
尾
　
秋
成
（
亡
母
照
美
　
　
　
　
　
六
仙
寺
）

●

岩
政
ヒ
ロ
子
（
亡
夫
秀
　
　
　
　
あ
さ
ひ
が
丘
）

●

東
島
　
　
慶
（
亡
父
彰
　
　
　
長
崎
県
大
村
市
）

〔
立
花
公
民
館
〕

●

織
田
　
清
弘
（
亡
父
佐
久
馬
　
　
　
　
　
　
渚
）

〔
大
川
内
公
民
館
〕

●

丸
山
　
光
子
（
亡
夫
三
千
男
　
　
　
　
　
平
尾
）

〔
黒
川
公
民
館
〕

●

松
浦
　
慶
次
（
亡
母
小
嶋
末
子
　
　
　
　
浦
分
）

〔
波
多
津
公
民
館
〕

●

古
賀
　
一
正
（
亡
父
薫
　
　
　
　
　
　
　
中
山
）

〔
南
波
多
公
民
館
〕

●

前
田
　
義
輝
（
亡
父
深
　
　
　
　
　
　
大
川
原
）

●
小
原
　
勝
歳
（
亡
母
ハ
ル
ミ
　
　
　
　
府
招
上
）

●
山
口
フ
ヂ
子
（
亡
夫
幸
夫
　
　
　
　
　
　
古
里
）

●

稗
田
　
正
幸
（
亡
母
ハ
ル
子
　
　
　
　
　
重
橋
）

〔
大
川
公
民
館
〕

●

小
川
　
孝
子
（
亡
弟
田
口
進
　
　
　
　
　
　
宿
）

●
久
浦
　
久
子
（
亡
夫
芳
清
　
　
　
　
　
　
山
口
）

〔
松
浦
公
民
館
〕

●

原
口
マ
サ
ノ
（
亡
夫
仁
　
　
　
　
　
　
　
上
原
）

●

松
尾
　
和
則
（
亡
母
智
枝
子
　
　
　
　
　
下
分
）

●

吉
原
サ
ヨ
子
（
亡
夫
嘉
市
　
　
　
　
　
　
岳
坂
）

●
大
川
内
信
博
（
亡
母
ア
イ
子
　
　
　
　
藤
川
内
）

●

久
保
田
　
隼
（
亡
妻
シ
ズ
子
　
　
　
　
　
宿
分
）

〔
二
里
公
民
館
〕

●

水
尾
　
安
徳
（
亡
父
民
雄
　
　
　
　
　
　
川
東
）

●

川
棚
　
常
博
（
亡
母
芳
子
　
　
　
　
　
　
大
里
）

●

大
宅
　
晶
子
（
亡
父
實
雄
　
　
　
　
　
　
川
内
）

●

峯
　
　
孝
弘
（
亡
母
シ
カ
エ
　
　
　
　
　
古
子
）

〔
東
山
代
公
民
館
〕

●

多
久
島
信
子
（
亡
夫
英
明
　
　
　
　
　
　
長
浜
）

●
朝
長
　
佳
彦
（
亡
母
多
久
島
チ
ヱ
　
　
　
〃
　
）

〔
山
代
公
民
館
〕

●

山
口
ミ
エ
子
（
亡
夫
啓
雄
　
　
　
　
久
原
二
区
）

◎
３
月
末
締
め
　
●
印
は
香
典
返
し
　
▲
印
は
篤
志
寄
付
で
す
。

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

えい出版社

５月の巡回日
（市民図書館 ☎㉓4646）

伊万里市民図書館 検索※図書館のホームページは

3、4、6、12、19、26 日
22 日（館内整理休館）５月の休館日

日 巡 回 場 所 時　間 日 巡 回 場 所 時　間

13 日
・

27 日
（火）

立 川 公 民 館 11:30~
20 日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
JA 滝野出張所 11:30~ 楽 寿 園 14:50~
国 見 公 民 館 14:00~ ケアセンターくちいし 15:10~
山 口 病 院 14:15~

 7 日
・

21 日
（水）

小石原公民館 11:00~
国見団地集会所 14:40~ 東 山 代 公 民 館 13:50~

14 日
・

28 日
（水）

山 代 公 民 館 11:30~ 向 陽 園 14:00~
浦 之 崎 病 院 14:00~ 伊万里鍋島焼会館 14:30~
西 田 病 院 14:40~ 9 日・23 日

（金）

波多津公民館 11:30~

1 日
・

15 日
（木）

西 光 苑 11:00~ JA 大 川 支 所 14:30~
ケアハウスいまり 11:30~ 8 日 ひ ま わ り 園 14:00~
市民センター 14:15~  9 日 大 川 公 民 館 14:00~

2 日
・

16 日
・

30 日
（金）

南波多公民館 11:20~ 23 日 ユ ー ト ピ ア 14:00~
田 代 公 民 館 11:30~ ※ このほか保育園や小学校、会社など

を巡回しています。

※ 各巡回場所での滞在時間は、10 分

〜 20 分です。

※ 悪天候などの場合は、巡回を中止す

ることがあります。

原屋敷公民館 13:40~
JA 前平出張所 14:00~

 2 日・30 日 グランパランいまり 14:40~

16 日 デ イ な が や ま 14:40~

市では東日本大震災への義援金を受け付けています。 ●受付累計 32,078,141 円（市受付分。３月末現在）

『Discover Japan
 DESIGN vol.3』

新 刊 案 内

　４月 23 日（水）から５月 12 日（月）までは、『こ
どもの読書週間』です。布の作品と家

うち

読
どく

におすすめ
の本を展示します。家族皆さんでお越しください。
◆４月 23 日（水）〜 ５月７日（水）
★布の作品展（展示コーナー）
◆５月５日（月・祝）
★おはなし会（子ども開架室）　午前 11 時
★子ども上映会（のぼりがまの部屋）　午後２時 30 分
★古本市（喫茶あおぞらコーナー）  午前10時〜午後３時
※29 日（昭和の日）、５月５日（こどもの日）は、

午後６時まで開館しています。

こどもの読書週間
〜いつもいっしょ、本といっしょ。〜

　
日
本
の
古
き
良
き
伝
統
工
芸
品
は
、

時
代
と
と
も
に
形
を
変
え
な
が
ら
今
も

な
お
、
生
き
残
っ
て
い
ま
す
。
竹
か
ご
、

器
、
タ
オ
ル
な
ど
、
職
人
が
素
材
に
こ

だ
わ
り
、
使
い
心
地
を
計
算
し
、
手
作

業
で
丁
寧
に
作
っ
た
品
は
、
繊
細
で
美

し
い
オ
ー
ラ
を
放
っ
て
い
ま
す
。
本
書

は
、
全
国
の
目
利
き
の
店
主
た
ち
が
選

ん
だ
こ
れ
ら
の
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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◆期　日　５月 12 日（月）
◆対象および受付時間
○妊産婦・５か月児・10 か月児
　午前９時 30 分〜10 時 30 分
○１歳児・２歳児　午後１時〜２時
◆内　容　身体計測、歯科予防など

◆日　時　５月 16 日（金）
               午後６時30分〜８時30分
◆内　容　パパの妊婦体験、沐浴実習、
　　　　　助産師のお話など
※ 事前の申し込みが必要です。

◆日　時　５月 13 日（火）
　午前 10 時〜正午、午後１時〜４時
※ 相談は予約制で１人１時間程度

※ 場所はいずれも市民センターです。

▽
第
１
期

　
生
後
12
か
月
以
上24

か
月
未
満

▽
第
２
期

　
平
成
20
年
４
月
２
日
〜

平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
料
　
金
　
無
　
料

▼
接
種
方
法 

　
接
種
日
（
指
定
日
）
の
５
日

前
ま
で
に
医
療
機
関
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

民
セ
ン
タ
ー
で
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
と
ア
ン
ケ
ー
ト

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
　
象
　
平
成
25
年
10
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
５
月
14
日
（
水
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

▼
場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
　
容
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
、
身

体
計
測
、
育
児
相
談

※
母
子
健
康
手
帳
と
予
診
票
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
　
象

◇
３
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
26
年
２
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
５
月
22
日
（
木
）

※
絵
本
が
入
っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
パ
ッ
ク
を
お
渡
し
し
ま
す
。

◇
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
24
年
10
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
５
月
８
日
（
木
）

※
希
望
に
よ
り
フ
ッ
化
物
塗
布
を

行
い
ま
す
（
３
０
０
円
）。

◇
３
歳
８
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
22
年
９
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
５
月
15
日
（
木
）

※
い
ず
れ
も
、
受
付
時
間
は
午
後

１
時
〜
１
時
30
分
、
場
所
は
市

乳
幼
児
定
期
健
康
診
査

　

保
健
コ
ー
ナ
ー

　

　
　
　
　
　
　
　
　
●
健
康
づ
く
り
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
☎
㉒
３
９
１
６

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

７

か

月

児

相

談

※休日・夜間急患医療センター（☎㉓９９１０）の夜間小児診療は、月曜日から金曜日までの午後８時から10 時まで
行っています。まずは、電話でお子さんの様子を説明し、その後に来所してください。

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

妊産婦・乳幼児相談

妊婦わくわくクラブ

ス ト レ ス ケ ア 相 談

◆ 平成26 年度 子どもの主な予防接種実施医療機関 ◆

医療機関名 電話番号 四種混合 麻しん・風しん 日本脳炎 ビフ・小児用肺炎球菌

井手小児科医院 ㉓8157 毎週月〜土曜 毎週月〜土曜 毎週月〜土曜 毎週月〜土曜

いとう小児科 ⑳1611 第２・４水曜 第１・３金曜 毎 週 火 曜 第１・３水曜

伊万里有田共立病院 ㊻2121 毎週月〜木曜 毎週月〜木曜 毎週月〜木曜 毎週月〜木曜

内山産婦人科医院 ㉓3241 第 １ 火 曜 第 ３ 火 曜

大川野クリニック ⑳8060 毎週月・水・木曜
※３歳児以上に接種

毎週月・水・木曜
（ ２ 期 の み ）

岡村医院 ㉒2304 毎 週 水 曜 毎 週 水 曜 毎 週 水 曜 毎 週 水 曜

小島医院（波多津町）㉕0038 第３水・第４金曜 第２・４土曜 第１・３土曜 第３水・第４金曜

小島医院（南波多町）㉔3131 毎週月〜土曜
（ ２ 期 の み ） 第１・３火・木曜

小島病院 ㉗2121 第 １ 水 曜 第 ３ 水 曜

産婦人科南ヶ丘クリニック ㉒1135 第２・４金曜
※２歳児までに接種

伊万里松浦病院
( 旧 社会保険浦之崎病院）

㉘3100
毎週月・木曜
※ 午 後 ２ 時 〜 ４ 時
※３歳児以上に接種

毎週月・木曜
※ 午 後 ２ 時 〜 ４ 時

（ ２ 期 の み ）

毎 週 月・ 木 曜
※ 午 後 ２ 時 〜 ４ 時

鈴山内科小児科医院 ㉒7366 第２・４水曜 第１・３水曜 第１・３金曜 毎週月〜土曜

隅田病院 ㉓3167 第２・４水曜
（ ２ 期 の み ）

第１・３水曜
※ 9 〜 12 歳

立石医院 ㉘0007 毎週月〜土曜
（ ２ 期 の み ）

西田病院 ㉘1111 毎週水・金曜
※３歳児以上に接種

毎週水・金曜
（ ２ 期 の み ）

古川内科クリニック ㉑0730 毎週月〜土曜 毎 週 火・金 曜

堀田病院 ㉓3224 毎 週 木 曜
（ ２ 期 の み ）

水上医院 ㉘3714 第 ３ 水 曜 第 ３ 金 曜
（ ２ 期 の み ）

山口病院 ㉓5255 毎週月〜土曜
※ 9 〜 12 歳

山本こどもクリニック ⑳1525 第１・３水曜 第１・３金曜 第２・４金曜 第２・４水曜

※要予約

　マダニを介して感染する『重症熱性血小
板減少症候群』の発生が県内で確認されて
います。重症化し、死亡することもあるこ
とから、その症状や予防法などについてお
知らせします。なお、マダニは家庭内に生
息するダニとは種類が異なります。

● 感染経路　ウイルスを保有しているマダ
ニに咬

か

まれることによって感染するとい
われています。

● 症　状　ウイルスを保有しているマダニ
に咬まれた後、数日〜２週間程度の潜伏
期間を経て、発熱や嘔

お う と

吐、下痢、腹痛な
どの消化器症状や、時に頭痛や筋肉痛、
けいれん、出血症状を起こします。

● 予防と処置　マダニは、春から秋にかけ
て特に盛んに活動します。草むらや薮

やぶ

な
ど、マダニの生息する場所で活動する時
は、長袖、長ズボン、長靴を着用しましょ
う。また、マダニに咬まれた後に発熱な
どの症状が認められたときは、早めに医
療機関を受診してください。

マダニによる感染症に注意！
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